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 The  best   attended  top    team    of   next          

          

   

                                                      

北上済生会病院副院長 

             佐藤 智彦 
   

皆様には日頃から北上済生会病院をご支援いただき心から御礼申し上げます。 

さて、この度、４月１日付をもちまして前地域医療福祉連携室長、嶋村正院長の 

後任として着任いたしました。更に副室長としては千葉健一副院長先生が加わり、 

８名のスタッフ（事務部門は清水陽一郎連携室次長、齋藤薫主査、小原ひろみ事務 

主任、菊池愛事務員、医療社会事業士（ＭＳＷ）は菊池涼子主任、及川裕香さん、 

及川さち子さん、そして照井昌子主任看護師）の強力なメンバーです。 

さらに、地域医療福祉連携室の場所も面談室２室を備えて綺麗にリニューアルして、

管理棟２階、眼科外来の奥隣で丁度、検査科の真向かいに新たな部屋が出来ました。 

私は「地域医療福祉連携室」は「病院運営の要」と思っております。ホワイトハ 

ウスにはスポークスマンがあり、政府には必ず幹事長や報道官があるが如く、情報 

をまとめ、それらを的確に伝えて行かなければ組織は成り立ちません。 

これを我々の業務に当てはめてみますと病院の広報活動は勿論のこと、院外にお 

いては、前方連携として急性期を担う県立中部病院が中心となり、横の連携として 

は総合花巻病院、医大花巻温泉病院、県立遠野病院があり、後方連携としては北上 

医師会の先生方や各介護施設との病診・病病連携等があります。 

そして院内におきましては各部署への情報提供、診療支援、医療相談等々の業務を 

スムースにこなして行かなければ病院の運営は成り立ちません。 

「地域医療福祉連携室」の業務に関しましては、幸い、千葉健一先生の前身は県 

立大東病院の院長をなされ、私も国立病院機構岩手病院の院長として充分な経験を 

積んでおります。それに加えて優秀なスタッフとすばらしい連携室の環境のもと 

に、我々スタッフ一同、これからも全力を尽くしてまいりますので今後とも皆様よ 

ろしくご指導ご鞭撻の程お願い致します。 
 

 

 

 

 
 

お問い合わせ先：北上済生会病院 地域医療福祉連携室 

電話：0197-64-7722（内線 1220・1530・1531） 

  FAX：0197-64-1133（直通） 
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